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要旨

実験１

【考察】

有性個体と無性個体との間で、一定時間における移動距
離に有意な差が認められた。その要因としては、運動器官
である繊毛構造の違いや、有性個体における化学物質の分
泌による影響、季節による行動変化や個体の成熟度などが
考えられる。

実験３

シャーレに深さ5㎜ほど水を張って中心に同性の2個体を置
き、14匹の有性個体、14匹の無性個体について、約5分間
（動画で約8990フレーム）の行動をスマートフォンで動画に
記録する。得られた動画をアプリ「Tracker」を用いて解析し、
5分後に個体が移動した距離とその軌跡を調べた。

図２：シャーレの様子。
同性の２個体を配置して
行動を観察する。

図３：記録の様子。白バット
を用いて遮光している。

図１：リュウキュウナミウズムシ

遮光用の白バット スマートフォン

図３のシャーレ 有性個体 0.64

無性個体 0.52

表１：有性個体と無性個体のそれぞれの
一定時間における移動距離の平均値（ｍ）
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【結果】
表１・図４より、無性個体に比べて有性個体のほうがより
長い距離を進む傾向にあることが認められた。

リュウキュウナミウズムシ（Dugesia ryukyuensis）には野生の無性個体と人工的につくられた有
性個体が存在する。無性生殖は生殖を１個体で完結させることができる一方、有性生殖では生殖相
手を探して交尾に至る必要がある。そのため、有性個体は無性個体にはない「生殖相手を探すため
の行動の特徴」を持っていると考えた。以上の点から、個体が一定時間に進む距離に着目して研究
を行った。

実験２

リュウキュウナミウズムシの有性個体と無性個体をそれぞれ１個体ずつ用意する。固定や脱水、金属コーティングなどの
処理をしたのち、走査型電子顕微鏡を用いて表面の構造を観察した。

図５：無性個体の表面の様子図４：有性個体の表面の様子

【結果】
密度が高いため、繊毛の密度や長さを測定するのは不可能だった。

繊毛の太さを測定したところ、有性個体の平均が0.29㎛、無性個体
の平均が0.24㎛と有意差がみられた。

【考察】
繊毛の太さは、その構造から考えて、個体の運動にあまり影響し

ないと考えられる。繊毛密度などの繊毛構造を定量的かつ効果的に
評価する方法を模索する必要がある。

リュウキュウナミウズムシの有性個体を４個体用意する。滅菌水中での5分間の移動距離を測定する。2日後に、同じ個
体の、飼育水＊中での5分間の移動距離を測定する。(*飼育水とは、シャーレの中に水を満たし有性個体５個体を2日間飼育
した後の水。)

滅菌水 0.43

飼育水 0.56

表２：滅菌水中と飼育水中における有性個
体の一定時間の移動距離の平均値（ｍ）

【結果】
飼育水中のほうが滅菌水中に比べて有性個体がより長い距離を移動
することが分かった。

【考察】
有性個体において体外に分泌された化学物質が他の個体に影響してい
る可能性が示唆された。追実験によりサンプル数を増やす必要がある。

結論

リュウキュウナミウズムシの有性個体が無性個体に比べて、一定時間により長い距離を移動することが認められた。また、
有性個体において体外に分泌された物質が他の個体に作用することによって、有性個体と無性個体の行動の違いが生じて
いる可能性が示唆された。

今後の展望

実験3において無性個体を用いた対照実験を行うことが必要。また、観察２において、有性個体と無性個体の繊毛構造を、
定量的に、かつ効果的に評価する手法の模索も必要。
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